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調査内容

• 嵐山の景観保全に関する意識調査：嵐山を訪問する観光
客を対象として アンケ トにより 嵐山における景観変化客を対象として、アンケートにより、嵐山における景観変化
に関する意識調査を実施する。

• シカの生息状況に関する現地調査：林内での自動写真撮
影や糞塊調査 追い上げ調査などにより 嵐山国有林に影や糞塊調査、追い上げ調査などにより、嵐山国有林に
生息するシカの生息頭数を調査する。

• 山地保全対策に関する現地調査：林内での伐採箇所にお
いて、下層植生の有無による山地保全効果に関する調査
を実施する。



事業実施の主なスケジュール

平成２２年１０月 第１回研究委員会（調査内容の検討）

平成２２年１１月 第１回市民参加調査（山地保全対策）平成２２年１２月平成２２年１１月 第１回市民参加調査（山地保全対策）平成２２年１２月
第２回研究委員会（調査内容の検討）

平成２３年 １月 第２回市民参加調査（シカ対策）平成２３年 ２月 第３平成 年 月 第 回市民参加調査（シカ対策）平成 年 月 第
回研究委員会（調査内容の検討）
平成２３年 ３月 第３回市民参加調査（嵐山の全体像）
平成２３年 ４月 第４回市民参加調査（景観保全）平成２３年 ４月 第４回市民参加調査（景観保全）

アンケート調査（観光客）
平成２３年 ５月 第４回研究委員会 （調査内容の検討）平成２３年 ６月
第５回研究委員会 （シンポジウム内容検討）平成２３年 ７月 アンケート
調査（関係者）
平成２３年 ８月 シンポジウムの開催 報告書のとりまと平成２３年 ８月 シンポジウムの開催 報告書のとりまと
め



平成２２年１１月 第１回市民参加調査（山地保全対策）





平成２３年１月 第２回市民参加調査（シカ対策）





平成２３年３月 第３回市民参加調査（嵐山全体像）





平成２３年４月 第４回市民参加調査（景観）
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参加者の感想

• 改めて 足で運んで歩いてみるというのはや ばり大事な事ですね いろんな話も聞けて• 改めて、足で運んで歩いてみるというのはやっばり大事な事ですね。いろんな話も聞けて
良かったと思います。わからんことも色々教えてもらえましたんで。もっと松が欲しいです。
ぼく子供の時に遊んでてね、この辺ずーっと松がよおけあったんですよ。上あがるとね、山

上行 たらそれが楽しみ よお見える 見晴らしが良く そう う意味 はもしの上行ったらそれが楽しみでよお見える、見晴らしが良くって、そういう意味ではもしここの
所上あがってよお見えるともっといいと思うんですけども。

• 小さい頃から嵐山で大きくな たつもりや たんですけども 全く何も山のことなど見向きも• 小さい頃から嵐山で大きくなったつもりやったんですけども、全く何も山のことなど見向きも
しなかったというのがわかっていなかった事を、今回この事業で教えていただきました。大
変喜ばしく思っております。山に手を入れなくちゃいけないという事を、一緒に勉強させても
ら て分か たんですけども なかなかそれがどの段階でや て良いのかというのは 難らって分かったんですけども、なかなかそれがどの段階でやって良いのかというのは、難
しいとこかなというのを思いますけども、出来れば昔の絵図のように、松とか紅葉、桜の多
い嵐山にしていただいたら、もっと誇れるかなと僕個人としては思いました。



参加者の感想

• 改これからもっと手を入れて、次世代、今じゃなくこの次の世代、もっともっと未来に向けて、色々
ば 事 げ 事手を入れていかなければいけない事の始まりであって、本当に繋げていけるような仕事を、出来

れば良いかなというふうに感じましたし、もっと明るい嵐山、もっともっと自分の子供達に見せてあ
げたいなというのを色々と思いましたし、そうなるよう、努力していきたいなと思います。

• 山とか川とか自然のことに関しては、すぐ結果が出るような事ではないので、こういうモニタリング、
或はこういう研究会があった、それで終わってしまうと、やっぱり人間って終わってしまうと行動に
移す事ができなくなるので 来年から 今年からもそうなんやけれども 少しず でもいいですし移す事ができなくなるので、来年から、今年からもそうなんやけれども、少しずつでもいいですし、
ずっとこれを継続してやっていく事が大事やと思います。これで終わるっていうのはあまりにも情
けない。それと、皆言うてはるように、自分とこの住んでる山とか川とかが汚かって、誰かがやっ
くれるわ 思 るうちは 僕ら商売人やさか にお客さんを迎える とは きません 自てくれるわって思っているうちは、僕ら商売人やさかいにお客さんを迎えることはできません。自

分らがやっぱり自分らの住んでいる所とか、生業にしている所を愛することによってお客さんを迎
えられると思います。そうするには我々は何をしなければいけないかということを考えながら、今
年からも頑張 きます よろしくお願 します年からも頑張っていきますのでよろしくお願いします。



絵図や写真にみられた嵐山の景観絵図や写真にみられた嵐山の景観

森林と水辺の組み合わせ：山（森林）と滝や淵、渓谷など多様な水辺の組
み合わせ
森林と水辺の組み合わせ：山（森林）と滝や淵、渓谷など多様な水辺の組
み合わせ

嵐山を眺めるための視点が広く分布（主要な視点は時代により変遷）

俯瞰する嵐山、川や道により広域的につながる嵐山

嵐山を眺めるための視点が広く分布（主要な視点は時代により変遷）

俯瞰する嵐山、川や道により広域的につながる嵐山

切り取った特徴的な景観としての評価（川沿いのマツの大木とサクラ、滝と
紅葉など）
切り取った特徴的な景観としての評価（川沿いのマツの大木とサクラ、滝と
紅葉など）

アカマツが常にどこかに存在

サクラの楽しみ方：林内、川沿い、道沿い、河原、船など多様

アカマツが常にどこかに存在

サクラの楽しみ方：林内、川沿い、道沿い、河原、船など多様

人との関わり：生業や人の活動が景観における重要な要素、観光の対象と
なる
人との関わり：生業や人の活動が景観における重要な要素、観光の対象と
なる







アンケートの概要アンケートの概要アンケ トの概要アンケ トの概要

観光関係の店舗 旅館等で配布観光関係の店舗 旅館等で配布

観光客観光客 地元関係者地元関係者

観光関係の店舗、旅館等で配布

248件回収

各年代 性別まんべんなく集まる 近畿圏が約半数

観光関係の店舗、旅館等で配布

248件回収

各年代 性別まんべんなく集まる 近畿圏が約半数各年代、性別まんべんなく集まる、近畿圏が約半数

２〜５名のグループでの来訪者が約７割（団体客は少ない）

はじめて訪れた人は１／４程度 ３回以上来訪経験のあるリピーターが半数

各年代、性別まんべんなく集まる、近畿圏が約半数

２〜５名のグループでの来訪者が約７割（団体客は少ない）

はじめて訪れた人は１／４程度 ３回以上来訪経験のあるリピーターが半数はじめて訪れた人は１／４程度、３回以上来訪経験のあるリピ タ が半数
以上を占める

地元観光関連団体を通して配布

はじめて訪れた人は１／４程度、３回以上来訪経験のあるリピ タ が半数
以上を占める

地元観光関連団体を通して配布

38件回収

主に男性、50代が多

38件回収

主に男性、50代が多

飲食業、土産物店からの回答が２／３ほど

１／４程度は地元団体で何らかの役員経験あり

タ グ参加経験者は半数弱

飲食業、土産物店からの回答が２／３ほど

１／４程度は地元団体で何らかの役員経験あり

タ グ参加経験者は半数弱モニタリング参加経験者は半数弱モニタリング参加経験者は半数弱



嵐山の林内を歩いてみたいですか嵐山の林内を歩いてみたいですか
観光客観光客

嵐山の林内を歩いてみたいですか嵐山の林内を歩いてみたいですか

歩きたくない歩きたくない
無回答無回答 嵐山の林内で期待するもの嵐山の林内で期待するもの

歩きたくない歩きたくない
四季の花や紅葉を楽しむ 194人 88%

山からの眺望を楽しむ 115 52

野鳥や自然を観察する 87 40

静かに休息する 55 25

歩いてみたい歩いてみたい

静かに休息する 55 25

適度な運動をする 49 22適度な運動をする 49 22

嵐山の歴史にふれる 47 21
回答者数248人回答者数248人

嵐



林内を歩くための準備林内を歩くための準備
観光客観光客

林内を歩くための準備林内を歩くための準備

今回の旅行中の靴や服装は、
林内を歩くのに適していますか
今回の旅行中の靴や服装は、
林内を歩くのに適していますか

出発前に林内を歩けると知っていたら、その
ための靴や服装を準備しましたか

出発前に林内を歩けると知っていたら、その
ための靴や服装を準備しましたか

適していない適していない

無回答無回答 無回答無回答
しなかったしなかった

適している適している 準備した準備した

何とか歩けると思う何とか歩けると思う

回答者数220人回答者数220人



観光客の入林に対する考え方観光客の入林に対する考え方
地元関係者地元関係者

観光客の入林に対する考え方観光客の入林に対する考え方

入林しない方がよい入林しない方がよい 入林のための条件(25人中)入林のための条件(25人中)

無回答無回答 歩道 整備 人無回答無回答 歩道の整備 21人 84%

案内板の整備 18 72

入林できる範囲の制限 14 56

観光客への情報の周知 13 52観光客 の情報の周知 13 52

治山・防災対策の強化 9 36

入林した方がよい入林した方がよい

ベンチ・休憩施設等の整備 9 36

入林時期の制限 7 28
入林した方がよい入林した方がよい

ガイドによる引率 5 20

その他 2 8
回答者数38人回答者数38人

その他 2 8



森林の中をガイドする仕組みがあれば利用
しますか
森林の中をガイドする仕組みがあれば利用
しますかしますかしますか

観光客観光客

適切な料金なら利用したい適切な料金なら利用したい

無回答無回答

適切な料金なら利用したい適切な料金なら利用したい

自分たちだけで歩きたい自分たちだけで歩きたい

無料なら利用したい無料なら利用したい無料なら利用したい無料なら利用したい

回答者数220人回答者数220人



地元でガイドの仕組みがあれば参加します
か
地元でガイドの仕組みがあれば参加します
かかか

地元関係者地元関係者

ガイドしたいポイント(9人中)ガイドしたいポイント(9人中)

無回答無回答無回答無回答 嵐山国有林のなか 5人 56%

対岸から見る嵐山 4 44対岸 見 嵐

寺社や史跡 2 22

大堰川 1 11

街並み 0 0

参加したくない参加したくない

ガイドの報酬形態(9人中)ガイドの報酬形態(9人中)

街並み 0 0

ガイドの報酬形態(9人中)ガイドの報酬形態(9人中)

無償 ６人 有償 １人
無回答 ２人
無償 ６人 有償 １人
無回答 ２人

回答者数38人回答者数38人
無回答 ２人無回答 ２人



嵐山の調査に関わりたいですか嵐山の調査に関わりたいですか
地元関係者地元関係者

嵐山の調査に関わりたいですか嵐山の調査に関わりたいですか

関わりたくない関わりたくない
関わりたい調査内容(29人中)関わりたい調査内容(29人中)

関わりたくない関わりたくない
景観や展望に関する調査 22人 75.9%

川や水系の状況に関する調査 16 55 2川や水系の状況に関する調査 16 55.2

ナラ枯れの状況に関する調査 14 48.3

シカの生息状況と影響に関する調
査

11 37.9

関わりたい関わりたい
植栽した樹木の成長に関する調査 11 37.9

防災事業の効果に関する調査 9 31

その他 3 10 3
回答者数38人回答者数38人

その他 3 10.3



まとめまとめまとめまとめ

博物館の「バ クヤ ドツア 型を想定すると博物館の「バ クヤ ドツア 型を想定すると博物館の「バックヤードツアー」型を想定すると、

単純計算で 潜在的に入林希望があり かつ入林可能な観光客

博物館の「バックヤードツアー」型を想定すると、

単純計算で 潜在的に入林希望があり かつ入林可能な観光客単純計算で、潜在的に入林希望があり、かつ入林可能な観光客

の母数は「30％」（団体除く）

単純計算で、潜在的に入林希望があり、かつ入林可能な観光客

の母数は「30％」（団体除く）

それに対して受け入れ側は、まだ十分な対応が可能とは言いにく

い状況

それに対して受け入れ側は、まだ十分な対応が可能とは言いにく

い状況い状況

様々な条件整備に加え 参加型調査の継続と 参加者の幅を広

い状況

様々な条件整備に加え 参加型調査の継続と 参加者の幅を広様々な条件整備に加え、参加型調査の継続と、参加者の幅を広

げることに展望があるのでは

様々な条件整備に加え、参加型調査の継続と、参加者の幅を広

げることに展望があるのでは


